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令和６年度心のバリアフリー教育グッドプラクティス 応募資料 

 

学   校   名 千葉県立夷隅特別支援学校 

 

ア 全 校 児 童 生 徒 数 ５８名 （令和６年５月１日現在） 

イ 実 践 対 象 

（学年・人数など） 

➊小学部 １９名 

➋中学部 １８名  

➌高等部 ２１名 

ウ 実 践 内 容 

（実施時期・概要など） 

※ 画 像 の 挿 入 可 

➊いすみ市立夷隅小学校との交流 

６月：ボッチャを通したレクリエーションを企画、交流 

 ９月：遊び場「きらきらアンパンマンランド」での交流。共にボー

ルプールや巨大滑り台、ゲームコーナーで遊んだり、「いすみ祭

音頭」を踊ったりして交流をする。 

➋いすみ市立国吉中学校との交流 

 ６月：本校体育館にて、本校中学部生徒と国吉中学校生徒の混合

チームを作り、Tスローの試合を行う。 

 １２月：国吉中学校体育館にて、「豊年太鼓」の演奏を披露、国

吉中学校の生徒による合唱を聞いたり、みんなでダンスを行った

りする。 

➌1000カ所ミニ集会で地域の方とのボッチャ交流会  

５月～１１月：ボッチャ交流会 企画・準備 

（ボッチャの歴史調べ、ポスター作成、広報活動、運営準備） 

１２月：1000カ所ミニ集会で地域の方とのボッチャ交流会 

 （地域の方とパラアスリートを招いてのボッチャ交流会、アン

ケート実施、振り返り） 

 Ｒ７年１月：千葉県立大原高校との交流を予定（農耕班） 

エ 実 践 の 普 及 啓 発 

（地域等との交流や 

 広 報 方 法 な ど ） 

➊・学校Ｗｅｂページに交流の様子を掲載 

 ・交流校に本校の紹介動画を視聴してもらった 

 ・学校だよりに交流の様子を掲載 

➋・学校だよりに交流の様子を掲載 

・学校 Webページに交流の様子を掲載（予定） 

➌保護者・地域にポスター配付  

 ・学校運営協議会の協力（ポスター掲示、集会への参加） 

・学校Ｗｅｂページに交流の様子を掲載 

 ・２市２町への広報に交流会の紹介を依頼、掲載 

 ・近隣小学校、駅、市役所へ広報活動やポスター掲示 

オ 実 践 成 果 

（児童生徒の変化など） 

➊・交流を通じて相手校の児童と楽しく関わる姿が見られた。 

・複数回の交流を設定することで、お互いの名前を覚えていた

り、より積極的に言葉を掛け合ったりする姿が見られた。 

➋・交流を通じて、相手校の生徒と関わりが増えたり、ゲームの状

況に合わせてチームで話し合ったりする姿が見られた。 
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・相手校の生徒は、発語がない本校の生徒に、教師と生徒の関わ

り方を見て言葉をかける様子が見られた。また、本校の生徒は

相手校の生徒から言葉をかけられると頷いたり、投球のアドバ

イスをしたりと自ら関わろうとする様子も見られた。 

➌・夷隅小の広報活動時に、生徒は説明や質疑応答、交流会の企画、 

運営を自分たちが主体となって行ったことで、ボッチャについ

てわかってもらえるように説明するにはどうすればようかな

どを考えながら行っていた。「どんな選手が来るのか」「広報

活動を聞いて行ってもよいのか」と挙がった質問に対して、自

分たちで考えて回答することができた。生徒たちも広報活動を

行って「初めは大人の方に対して説明するのに緊張して、上手

く説明ができなかった」その反省を生かして、「２回目は児童

に向けて話すのでもっと内容をわかりやすくしよう」「見てわ

かるようにパネル等を用意しよう」と意見を出し合い、広報活

動に取り組むことができた。 

カ 次年度の予定 

（課題や改善策など） 

➊・引き続き近隣小学校との交流でパラスポーツを題材とした内容 

で実施する。 

➋・引き続き近隣中学校との交流で Tスローやパラスポーツ体験や

学校周辺の清掃活動を実施する。 

 ・パラスポーツを知る・学ぶ機会を設ける。 

➌・地域の方へパラスポーツの体験を通して魅力や楽しさを紹介す 

る機会を設ける。 

 ・地域の方に知りたいパラスポーツについてアンケートを行い、 

  体験を通した交流を行う。 

キ 添 付 資 料 

（広報資料・Web記事など） 

➊・学校Ｗｅｂページ（６月１３日更新） 

 ・学校だより（全校生徒に６月２８日発行） 

➋・学校だより（全校生徒に６月２８日発行） 

➌・学校Ｗｅｂページ（１１月２２日更新） 

・学校だより（全校生徒に配付予定） 

※Ａ４サイズ２ページ以内に調整すること。 

 


